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Internet Engineering Task Force（IETF）により提案された階層型モバイル IPv6 ネットワークは，モバイル
IPv6 の改良案として，移動端末の接続を階層型にすることにより速やかにハンドオフができるようにし，
必要とされるシグナルの量を減らすために設計されている。階層型モバイル IPネットワークには端末がロー






























審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，無線通信ネットワークにおける共有資源の管理に関する 3つの理論モデルを構築し，その有効
性を数値計算またはシミュレーションによって検証したものである。現実のシステムに対する理論的アプ
ローチの新規性が評価されるが，十分に広範囲なケースを設定して検証していないので，汎用的有効性の確
認が不足している。しかし，2～ 4章の結果は，既に電子情報通信学会論文誌等に発表されており，博士（工
学）の学位論文の水準は満たしていると判断できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
